
　先週の第1回例会では、クラブの理
事・役員や、多くの地区役員、委員の
方々に勢ぞろいして頂き、あとで写真
を見て、大変頼もしく思いました。
　このような素晴らしい方々に囲まれ

て、会の運営をさせて頂く幸せを感じました。それにし
ても1週間の経つのは今までになく早く感じました。
　先週は例会終了後、県北第一分区の会長・幹事、そ
れに県北第一分区ガバナー補佐の鈴木和夫様、幹事の
安藤正道様共々、民報・民友両新聞社、および県知事・
福島市長に挨拶周りをしてきました。
　夕方には今年度に入って初めての理事会が開催され
ました。会の議事に入る前に、阿久津パストガバナー
から理事会の重要性等について講話があり、身が引き
締まりました。
　理事会の議事録は皆様に配布されていますが、今年
度はその中で重要な事項につき例会でもお話させて頂
くこととしました。
　まず、名誉会員について内堀雅雄県知事が推戴され
ました。新会員には、東北電力福島支店長の林 隆壽様、
NHK福島放送局、局長の本保 晃様、NTT福島支店の
支店長の山内 功様、福島民報社代表取締役の高橋雅行
様、安斎外科胃腸科医院副院長の安斎圭一様の5名が
推薦され承認されました。今後7日間の間に会員から
書面による意義申し立てが無い場合は会員に選ばれた
ものとなります。
　また、渡部世一会員、今井吉之会員から退会届が出
され、受理されました。
　9月3日クラブの新会員セミナーが阿久津パストガ
バナーを講師として開かれます。まだ受講をされてい
ない会員は今から予定に入れておいて下さるようお願
い致します。
　SAAより副SAAを2名から3名へ増員してほしい旨
の要望があり承認されました。

開会点鐘 幡　研一 会長

ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 安藤健次郎 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
　●血圧測定

　児玉胃腸科内科医院　看護師 市場美奈 様

表彰伝達
会長挨拶 幡　研一 会長

食　事
幹事報告 箱岩　偉 幹事

各委員会報告
　●広報マルチメディア雑誌小委員会

　　「友」7月号紹介 坪井大雄 小委員長

　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　8月プログラム案内 佐藤武彦 小委員長

◎本日のプログラム
閉会点鐘 幡　研一 会長

第2回会長挨拶
幡　　研一 会長

7月23日（木） 18：30～　辰巳屋

○新旧役員慰労夜間例会
7月30日（木） 12：30～　辰巳屋

○クラブ協議会　＊酒井ガバナー公式訪問前

会 長 あ い さ つ 例 会 次 第

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

幹 事 報 告

お知らせ
●7月理事会議事録を配布しております。名誉会員1名、新
会員5名が承認されておりますのでお知らせ致します。

　また、台湾から3名のお客様をお迎えしました。台
北市、欣葉レストラングループ社長の李 秀英様、秘書
の尚部 冴様、顧問の李 姿儀様です。今年3月に台北を
訪問の際、お世話になりました。今年の9月、台北文湖
ロータリークラブとの調印式で台北を訪問の際もお世
話になります。
　さて、本日は県北第一分区ガバナー補佐の鈴木和夫
様をお迎えし、スピーチをして頂く予定になっており
ます。宜しくお願い申し上げます。

【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com
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ガバナー補佐クラブ訪問スピーチ
 県北第一分区ガバナー補佐  鈴木 和夫 様
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　皆さんこんにちは。今年度、RI2530
地区・県北第一分区ガバナー補佐を
務めます福島中央ロータリークラブ
の鈴木和夫です。そして分区幹事を務
めます安藤正道会員と紺野信会員で

す。これから酒井ガバナー年度の一年間、お役に立て
るよう頑張りますので宜しくお願い申し上げます。
　福島ロータリークラブは、創立65周年という歴史
の中で特筆すべき多くのロータリー活動をされていま
す。その歴史と伝統は地区のリーダーに相応しく燦然
と輝いています。また、会員の皆様もロータリーの掲
げる中核的価値観を身に着けられ、心より敬意を表し
ます。
　ガバナー補佐の手引書には、補佐としての役割が数
多く載っています。その中の一つに補佐は少なくとも
四半期に一度はクラブを訪問することとあります。そ
の目的は、RIや地区の重要な方針を伝えることやクラ
ブが目標を達成するために適切なお手伝いをすること
です。今回の訪問は、最初の訪問に当たりますので大
変に大切なものと考えています。
　さて、2015年1月18日、ラビンドランRI会長は国
際協議会の場で2015-16年度のテーマ『Be a gift to the 
World 世界へのプレゼントになろう』を発表しました。
　そして我がRI第2530地区の酒井ガバナーは、RI会
長のテーマとメッセージを受けて地区の目標を『原点
回帰』としました。なぜ今、原点回帰なのでしょうか。
『原点回帰』とは「ロータリーの基本に立ち返り、そこ
から再構築すること」あるいは「ロータリーの本質を
見極め、基本に立ち返ること」です。酒井ガバナーは、
世界から集まったガバナーエレクト530名の一人とし
てRI会長のメッセージを聞き更に多くの研修を受け、
遠くアメリカの地で第2530地区の現状を憂いたのか
もしれません。

　さて私たちの酒井ガバナーは4つの地区目標を掲げ
ました。
１．会員基盤の向上

拡大─衛星クラブ、インターアクト、ローターア
クト─の新設
会員増強、各クラブ純増2名以上

２．ロータリー財団への貢献

END POLIO NOW
年次寄付金1人150ドル以上の達成

ガバナー補佐クラブ訪問スピーチ
県北第一分区ガバナー補佐　鈴木　和夫 様

本 日 の プ ロ グ ラ ム ３．公共イメージと認知度の向上

地域社会にロータリーブランドを広げよう
４．米山記念奨学会への協力

年間普通寄付金1人5,000円　特別寄付金1人
10,000円の達成
スリランカにアジアで7番目の学友会を創設しよう！

１．会員基盤の向上は、これはRI戦略計画の優先項目
「クラブのサポートと強化」にあてはまります。ラ
ビンドランRI会長が言っているように、基本に立
ち返り、高い倫理基準と会員の多様性をもたらす
職業分類を大切に考え、クラブの皆さんに純増2
名以上をぜひ達成するようお願いします。

２．ロータリー財団への貢献は、二つ目の優先項目「人
道的奉仕の重点化と増加」に当たります。財団創立
100周年迎えるにあたって、これまで以上に財団が
ロータリアンに身近な財団でありたいとの思いか
ら「未来の夢計画」として新たにスタートしたもの
です。クラブが、地区補助金やグローバル補助金
を活用して効果的な奉仕プロジェクト行うための
大切な財源になります。国際ロータリーRIとロー
タリー財団はロータリー活動を実践していくため
の２大組織です。この２大組織は自転車に例える
ことができると思います。RIはハンドル付きの前
輪で方向性を確かなものにする舵の役割、財団は
ペダル付きの後輪で前輪に動力を伝える役割にな
ります。ペダルを踏まなければ自転車は前進しま
せん。ペダルを力強く踏み続け、目標に向かって
前進させなければなりません。

３．公共イメージと認知度の向上は、３番目の優先項
目そのものです。ロータリーの中核的価値観（親
睦・高潔性・多様性・奉仕・リーダーシップ）を
大切に考え、地域に密着した効果的な人道的、教育
的、職業的奉仕プロジェクトを行うことによって、
ロータリーのブランドを高め、広く人びとに知っ
てもらうことが大切です。そのためにはロータリ
アンは高潔であり続けなければなりません。そし
て地元新聞などメディアに取り上げてもらうこと
が重要です。

４．米山記念奨学会への協力は、県北第一分区では今
年度、中国とベトナムから３名の留学生をお世話
することになります。今、日本はいろいろなことか
ら世界中から注目を浴びています。留学生には日
本の心と日本を余すところなく経験して頂き、世
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界の平和のひとしずくとなり世界各地で、日本で
経験したこと、学んだことを広めてくれることを
願います。ロータリー米山記念奨学会史に次のよ
うに書かれています。「将来の日本の生きる道は平
和しかない。その平和日本を世界に理解させるた
めには、アジアの国々から一人でも多くの留学生
を日本に受け入れて、平和日本を肌で感じてもら
うしかない。それこそ、日本のロータリーに最も
ふさわしい国際奉仕事業ではないだろうか」。まさ
に今こそ、この原点を思い出す時ではないでしょ
うか。

　酒井ガバナーが掲げた『原点回帰』は、RIの戦略計画
に示された考えと合致するものです。是非皆さんには
酒井ガバナーの2530地区に対する熱い思いを理解し
て頂き、地区目標達成のために精一杯のご協力をお願
い申し上げます。

表彰伝達

●米山功労者　第1回
森岡　幸江 会員

●ロータリー財団
　ポールハリスフェロー
　ピン＋3

安藤健次郎 会員

●新ポールハリスフェロー
坪井　大雄 会員

　来月は、いよいよガバナー公式訪問の月であります。
会長はじめ各リーダーの方々には準備怠りなくお願い
します。またガバナー歓迎晩餐会もありますので、多
くの皆さんの参加も合わせてお願いいたします。
　ガバナー補佐は酒井ガバナーの伝道者であると確信
します。ガバナー補佐としての心構え・指針として「四
つのテスト」を借りました。

言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか

２．全クラブに公平か

３．クラブ間の好意と友情を深めるか

４．全クラブのためになるか どうか

　これからの一年間、よろしくお願い申し上げます。
ご清聴ありがとうございました。

（スペースの都合上、一部原稿を割愛させていただきましたこと
をご了承ください）

●RI第2530地区県北第一分区ガバナー補佐

  鈴
すずき

木　和
かずお

夫 様

 幹　事 安
あんどう

藤　正
まさみち

道 様

●台湾　台北東南ロータリークラブ 李
り

　秀
しゅうえい

英 様
他、秘書2名様

お客様並びに来訪ロータリアン紹介

　ロータリーには公式雑誌ロータリー・ワールド・マ
ガジン・プレスがあり、約50万部が発行されています。
ザ・ロータリアンの他に、国際ロータリーの理事会で
承認した地域雑誌、『ロータリーの友』など世界で、31
誌78万部が発行されています。この『ロータリーの
友』の発行の経緯ですが、1953年7月から日本が東西
2つの地区に分割されることになったため、地区が分
かれてもお互いに情報を交換していこうとの気運が高
まり、共通の機関誌の発行が決定されました。準備会
を経て、名称を『ロータリーの友』として、1953年1月
に第1号が発行され、本年2015年1月号は62周年と
なります。
（2014-15年度35号会報『ロータリーの豆知識』より抜粋）

「友」7月号のご紹介
坪井　大雄 小委員長

委 員 会 報 告
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鈴木和夫ガバナー補佐、安藤正道分区幹事
　今日はクラブで、最初の補佐訪問です。幡年度のご成功を
心から祈念申し上げます。
幡　研一会長
　鈴木和夫県北第一分区ガバナー補佐並びに安藤幹事を歓
迎して。台北シンイエレストラングループの李 秀英社長他、
秘書の皆様を歓迎して。
箱岩　偉幹事
　皆様のご出席に感謝致します。鈴木ガバナー補佐、安藤幹
事、李 理事長のご来訪を心より歓迎します。
渡辺健寿会員
　鈴木和夫ガバナー補佐様、安藤正道分区幹事様のご来訪を

心より歓迎申し上げます。1年間のご活躍を祈念いたします。
加藤義朋会員
　鈴木和夫ガバナー補佐様らの訪問を歓迎します。李 様ら
の来訪を大歓迎します。
佐藤武彦会員
　今日から夏の高校野球が、始まりました。高校球児の活躍
を祈ります。
──────────────────────────
他に／浦部 博／藤井高志／菅沼 裕／相良元章／安藤健次
郎／古俣 猛／田沼紀美子／佐藤英典／森岡幸江／坪井大雄
／茂田士郎／八子英器／信国一朗／氏川守義／土屋敦雄

ニコニコBOX報告　 〈報告〉 佐藤武彦 小委員長 本日のニコニコBOX投入額　22件　¥52,000   累計  ¥168,000

私のひとこと 国境の町に立つ（2）佐藤 武彦 会員

　タイ最北の町メーサイ。つい最
近まで、ミャンマーとの国境が唯
一陸路で結ばれている地点だ。街
は小さいが、タイとミャンマー

の間を人と物資が往き交い、街中がにぎわいをみ
せている。我々は、この街を南北に走り国境とな
るパホンヨーティン通り沿いの中級ホテル、トッ
プノースホテルに宿を取った。1泊朝食付き600Ｂ
（￥1800）。

　夕方国境のゲートが閉じると、国境ゲート前から
我々のホテル前を超えた通り沿いに一斉に屋台が出
店する。食べ物屋台、フルーツ屋台、衣料品、雑貨、
スイーツ屋、クレープ（？）屋、虫屋台等々、様々な
屋台が出て、テーブルや椅子が並べられ、物売り屋

も通る。お酒は、近
所のセブンイレブン
や、酒屋さんで調達
可能だ。こうして、
メーサイでの夜は更
けていった。

　翌朝、国境ゲートが開く8時にホテルをチェック
アウトし、車をホテルの駐車場に預け、徒歩で国境
を超える。国境は、サーイ川を挟んで位置する。（写
真上：我々の後ろがミャンマーのイミグレ） 川の両
側で雰囲気は一変し、国境の不思議さを体感する。
　タイのイミグレで出国スタンプをもらい、橋を
渡ってミャンマーのイミグレーションへ。タイ人や
ミャンマー人は、スイスイ通って行く。我々は別室

へ通されると、「日本人ですか？」と、完璧な発音の
問いかけが。「あっ、はい」と答えると、真っ黒な顔
つきの、アーリアン系が入った青年だ。「あんた、日
本語うまいね～。どこで習ったの？」すると青年は、
「ヤンゴン大学で勉強しました」う～～ん、完璧だ。
ここで、入国手数料の1人US10ドル（3人分30ドル）
出そうとすると、「一人500Ｂ（￥1500）です」といわ
れる。「あれ、US10ドルか500Ｂ、どちらかだったん
じゃなかったっけ」すると彼は、「最近急速にレート
が変わっていますので、500Bになりました。ミャン
マーも今、民主化が急速に進んでいますので、これ
から変わりますよ！この国は」500円得しようとし
た私の姑息な企みは、この青年によって、みごとに
打ち砕かれた。「あっそ～」仕方なく3人分の1500B
を支払う。パスポートを預け、デジタル写真撮影さ
れ、顔写真付きのエントリー・パーミットが発行さ
れた。我々のパスポートは、つまり人質に取られた
わけであります。これで、国境から5km以内なら、
ビザ無しでも自由に歩く事が出来る。ミャンマー側
国境の街、タチレクだ。〈つづく〉

●2013-2014年度・クラブ会報Vol,10掲載の
　「国境の町に立つ」の続編記事です。
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